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─
デ
ー
タ
か
ら
解
決
の
糸
口
を
さ
ぐ
る
─

「
地
方
創
生
」を
本
格
化
さ
せ
る
基
本
的
条
件

　「
地
方
創
生
」
は
対
東
京
の
「
対
立
構
図
」
を
前
提
に
す
べ
き
で
な
い
。
地
方
が
中
央
依
存
か
ら
本
気
で
自

立
し
た
い
な
ら
、
十
分
プ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
東
京
圏
の
人
材
活
用
な
く
し
て
あ
り
え
な
い
。
中
央
集
権
の

お
膳
立
て
に
便
乗
す
る
だ
け
な
ら
、
従
来
の
地
方
振
興
と
同
じ
道
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。

大
多
数
の
「
我
々
」
が
望

む
地
方
創
生

　

後
手
に
回
る
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
か
ら
、
思
わ
ず
プ
ラ
ト

ン
が
「
国
家
を
作
る
要
因
は
我
々
の

〈
必
要
〉
か
ら
」
と
述
べ
た
一
節
が
思

い
浮
か
ん
で
く
る
。
国
家
を
必
要
と

す
る
「
我
々
」
と
は
、
永
田
町
だ
ろ

う
か
、
そ
こ
に
霞
が
関
を
加
え
た
も

の
だ
ろ
う
か
、
さ
ら
に
は
大
手
町
を

加
え
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
プ
ラ
ト
ン

が
期
待
す
る
正
解
は
小
学
生
で
も
わ

か
る
。

　

高
齢
化
と
少
子
化
に
頭
を
抱
え

る
地
方
の
現
状
を
鑑
み
、
国
は
二
〇

一
四
年
十
一
月
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」
を
制
定
し
、
現
在
二

期
目
が
始
動
し
つ
つ
あ
る
。「
地
方

創
生
」
策
の
目
的
は
、
国
と
地
方
が

協
力
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ

る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ

る
。
と
こ
ろ
が
「
我
々
」
と
い
う
レ

ン
ズ
を
通
す
と
、
人
口
集
中
が
止
ま

ら
な
い
東
京
二
三
区
と
そ
れ
以
外
の

自
治
体
と
の
対
立
構
図
が
浮
か
び
上

が
る
。
大
多
数
の
「
我
々
」
は
、
汗

を
流
し
リ
ス
ク
を
取
っ
て
、
本
当
に

自
立
し
た
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て

国
も
自
立
さ
せ
た
い
の
だ
ろ
う
か
。

親
は
頼
り
に
し
て
く
れ
る
子
供
ほ
ど

愛
し
い
。
子
供
は
親
に
依
存
で
き
れ

ば
楽
だ
。
し
か
し
居
心
地
良
い
現
状

維
持
は
、コ
ス
ト
が
か
か
り
す
ぎ
る
。

そ
れ
を
大
多
数
の
「
我
々
」
も
当
然

知
っ
て
い
る
。
だ
が
生
活
を
守
ろ
う

と
す
る
現
状
維
持
の
強
い
本
音
も
根

底
に
あ
る
。
人
口
の
東
京
一
極
集
中

な
ど
へ
の
抜
本
的
解
決
策
に
躊
躇
す

る
本
音
が
見
え
て
く
る
。

　

こ
れ
か
ら
、「
地
方
創
生
」
を
本

格
化
さ
せ
る
基
本
的
条
件
を
デ
ー
タ

分
析
に
基
づ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

分
析
の
単
位
は
、
都
道
府
県
よ
り
も

大
き
い
一
〇
地
域
（
北
海
道
、
東
北

は
六
県
、
北
関
東
は
三
県
、
南
関
東

は
一
都
三
県
、
北
陸
・
新
潟
は
四
県
、

中
部
東
海
は
六
県
、
近
畿
は
二
府
四

県
、
中
国
は
五
県
、
四
国
は
四
県
、

九
州
・
沖
縄
は
八
県
）
と
す
る
。
大

括
り
に
す
る
理
由
は
、
技
術
革
新
の

恩
恵
を
如
実
に
受
け
た
交
通
や
情

報
コ
ス
ト
の
低
廉
化
が
生
活
経
済
圏

を
大
幅
に
変
化
さ
せ
、
行
政
区
界
の

存
在
意
義
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
つ

つ
あ
る
か
ら
だ
。
都
道
府
県
を
ま
た

い
だ
連
携
が
現
下
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

対
策
で
も
実
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
地
方
分
権
「
改
革
」
の
議
論

は
ま
ず
制
度
の
検
討
あ
り
き
で
、
こ

の
重
要
な
変
化
を
幾
分
過
小
評
価

し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

地
方
創
生
の
理
念
・
政
策
研
究
委
員
会
報
告
③
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倍
率
が
一
・
〇
以
下
な
の
で
、
現
実

の
生
産
水
準
が
望
ま
し
い
水
準
に
追

い
つ
い
て
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
職

の
提
供
が
ま
ま
な
ら
な
い
。
こ
こ
に

人
口
流
出
の
大
き
な
原
因
が
あ
る
。

　
「
人
口
は
未
来
と
職
を
求
め
て
移

動
す
る
」
の
傾
向
法
則
通
り
、
移
動

力
の
あ
る
年
齢
の
若
い
層
を
中
心
に

東
京
や
そ
の
周
辺
に
向
け
て
一
斉
に

動
き
出
す
。
官
界
は
言
う
に
及
ば

ず
、
本
社
機
能
を
軒
並
み
二
三
区
に

移
し
つ
つ
あ
る
企
業
も
、
若
く
て
優

秀
な
人
材
の
東
京
集
中
を
歓
迎
は

し
て
も
、
地
方
に
押
し
戻
そ
う
と
す

る
誘
因
は
働
か
な
い
。
人
材
、
あ
る

い
は
そ
の
予
備
軍
は
確
率
的
に
し
か

確
保
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
官
民
挙

げ
て
若
者
の
東
京
集
中
に
は
も
ろ
手

を
挙
げ
て
賛
成
す
る
。
そ
し
て
人
材

も
同
類
を
求
め
て
東
京
を
選
択
す

る
。
人
材
を
め
ぐ
る
「
正
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
」
の
活
用
な
く
し
て
、
厚

く
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
人
材
プ
ー
ル
の

実
現
は
不
可
能
な
の
だ
。
こ
う
し
て

「
東
京
一
極
集
中
是
正
」
の
大
目
標

は
掛
け
声
だ
け
に
終
わ
っ
て
し
ま

う
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
普
及
し

つ
つ
あ
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
地
方

移
住
は
主
流
に
な
ら
な
い
。

確
率
成
長
法
則
が
教
え
る

バ
ラ
ン
ス

　

需
要
を
作
り
、
供
給
を
支
え
る

人
口
は
職
を
求
め
て
移
動
す
る
。
ま

た
移
動
力
の
高
い
若
い
世
代
を
中
心

に
未
来
を
創
造
す
る
。
職
を
提
供

す
る
各
種
の
経
済
活
動
は
県
内
総

生
産
の
水
準
に
反
映
す
る
。
こ
の
構

成
比
が
高
い
ほ
ど
提
供
す
る
職
の
質

と
量
を
左
右
す
る
力
が
あ
る
。
表
１

多
様
性
の
効
果
と
そ
の
天
井

　

高
リ
ス
ク
社
会
の
現
在
、「
選
択

と
集
中
」
に
偏
る
の
で
は
な
く
時
に

応
じ
て
使
い
分
け
る
賢
さ
が
必
要

だ
。
安
い
労
働
力
と
大
区
画
の
用
地

を
必
要
と
す
る
重
厚
長
大
な
モ
ノ
づ

く
り
に
集
中
特
化
し
た
よ
う
な
地

域
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
中
で
は

生
き
残
り
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

名
著
『
都
市
の
原
理
』
で
高
名
な
ジ

ェ
ー
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
は
、
効
率

優
先
で
整
然
と
し
た
工
業
都
市
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
と
、
小
規
模
の
半
端
な

ビ
ジ
ネ
ス
が
ご
っ
た
煮
の
よ
う
に
寄

せ
集
ま
っ
た
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
と
の

「
そ
の
後
の
成
長
」パ
タ
ー
ン
の
違
い

を
見
事
に
描
い
て
見
せ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
勝
ち
。

　

ご
っ
た
煮
の
寄
せ
集
め
で
リ
ス
ク

分
散
を
図
ろ
う
と
す
る
産
業
構
造

を
、「
多
様
性
指
数
」
と
い
う
数
値

の
計
算
を
通
し
て
議
論
し
て
み
よ

う
。
多
様
性
指
数
を
市
区
町
村
単

位
で
計
算
し
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
に
積
み

上
げ
る
。
各
産
業
の
事
業
所
数
に

関
し
て
標
準
偏
差
を
平
均
で
割
っ
た

で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
〇
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
の
県
内
総
生
産
の
構
成

比
が
二
〇
〇
六
年
と
同
一
六
年
で
は

変
化
は
大
変
小
さ
い
。
た
だ
し
構
成

比
が
南
関
東
、
東
北
、
北
関
東
、
九

州
・
沖
縄
、
で
上
昇
し
、
他
の
地
域

は
構
成
比
が
軒
並
み
下
降
し
て
い
る

こ
と
が
気
に
な
る
。
東
北
は
国
の
復

興
支
援
が
反
映
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
「
地
方
創
生
」
の
理
想
を

尊
重
し
て
、
ど
の
地
域
も
同
一
の
確

率
で
経
済
成
長
す
る
と
し
よ
う
。
す

る
と
県
内
総
生
産
を
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

別
に
積
み
上
げ
た
構
成
比
の
理
論
値

は
、「
各
順
位
と
対
応
す
る
構
成
比

を
掛
け
た
値
が
一
位
の
構
成
比
と
同

じ
」
と
い
う
単
純
な
「
法
則
」
か
ら

計
算
で
き
る
。
つ
ま
り
、
第
一
位
が

二
五
％
な
ら
、
第
二
順
位
は
半
分
の

一
二
・
五
％
で
二
地
域
、
第
三
順
位

は
三
分
の
一
の
八
・
三
三
％
で
三
地

域
、
第
四
順
位
の
四
分
の
一
の
六
・

二
五
％
で
四
地
域
で
あ
る
。
こ
の
理

論
的
構
成
比
と
観
測
さ
れ
る
構
成
比

と
を
比
較
し
て
み
る
。
二
〇
一
六
年

時
点
で
現
実
が
理
論
的
構
成
比
を
上

回
る
倍
率
の
地
域
は
四
地
域
で
、
南

関
東
、
近
畿
、
中
部
東
海
、
九
州
・

沖
縄
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
地
域
は

表1　県内総生産の地域ブロック別構成比

データ出所：https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/toukei/index.html

地域ブロック
県内総生産

構成比
（2006）

地域ブロック
県内総生産

構成比
（2016）

ブロック数 理論的
構成比

倍率
（2016）

南関東 33.28 南関東 33.71 1 25.00 1.35
近畿 15.49 近畿 15.28

2
12.50 1.22

中部東海 15.33 中部東海 15.04 12.50 1.20
九州・沖縄 8.83 九州・沖縄 9.08

3
8.33 1.09

東北 6.10 東北 6.17 8.33 0.74
中国 5.52 北関東 5.47 8.33 0.66

北関東 5.24 中国 5.41

4

6.25 0.87
北陸・新潟 4.00 北陸・新潟 3.81 6.25 0.61

北海道 3.61 北海道 3.44 6.25 0.55
四国 2.61 四国 2.59 6.25 0.41

経 済
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〈
変
動
係
数
〉、〈
市
区
町
村
に
存
在

す
る
業
種
数
〉
で
多
様
性
指
数
を
求

め
た
。
こ
の
多
様
性
指
数
と
各
種
変

数
と
の
相
関
を
推
計
す
る
。
転
入
人

口
、
定
住
人
口
増
減
率
、
商
業
企

業
数
、
生
産
年
齢
人
口
、
商
業
付

加
価
値
と
い
う
、
地
方
か
ら
す
れ
ば

垂
涎
の
的
に
な
る
変
数
と
高
い
相
関

が
「
多
様
性
指
数
」
と
の
間
で
安
定

的
に
求
め
ら
れ
た
。

　

業
種
の
活
動
時
間
帯
を
考
え
る

と
、
夜
間
人
口
よ
り
も
昼
間
人
口
の

ほ
う
が
多
様
性
指
数
と
の
関
係
が

強
く
出
る
。
全
国
の
市
区
町
村
の
デ

ー
タ
か
ら
昼
間
人
口
が
お
よ
そ
六
〇

万
人
で
「
多
様
性
指
数
」
値
は
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
。
こ
の
ピ
ー
ク
が
問
題

の
本
質
を
暗
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、

市
区
町
村
の
昼
間
人
口
が
こ
れ
以
上

増
加
し
て
も
、
産
業
の
多
様
性
は
下

降
傾
向
を
示
し
、
特
化
す
る
傾
向

が
強
く
な
る
。
す
る
と
、
人
口
増

加
、
商
業
な
ど
ま
ち
の
賑
わ
い
を
演

出
す
る
集
客
装
置
の
集
中
・
集
積
が

ス
ト
ッ
プ
し
、
人
材
も
含
め
て
成
長

の
可
能
性
は
他
の
地
域
に
流
出
す

る
。
こ
れ
は「
昼
間
人
口
が
過
集
中
」

で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
こ
で
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
次
の

二
点
を
検
討
す
る
。
一
つ
は
、
ど
の

地
域
に
も
「
多
様
性
の
天
井
」
は
存

在
す
る
の
か
、
も
う
一
つ
は
東
京
一

極
集
中
の
糸
口
を
発
見
で
き
る
の

か
。
表
2
の
様
に
地
域
ご
と
に
昼
間

人
口
の
最
大
値
と
多
様
性
が
最
大

に
な
る
ピ
ー
ク
人
口
を
比
較
し
、「
昼

間
人
口
の
過
集
中
」
を
判
断
す
る
。

　

結
果
と
し
て
、
昼
間
人
口
を
増
加

さ
せ
て
も
ま
だ
多
様
性
を
高
め
る
こ

と
が
可
能
な
地
域
と
、
特
定
の
自
治

体
に
昼
間
人
口
が
過
集
中
し
て
い
る

こ
と
か
ら
多
様
性
の
効
果
を
も
は
や

享
受
で
き
な
い
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
た
。
前
者
に
属
す
る
の
は
、

北
関
東
、
北
陸
・
新
潟
、
中
国
、
四

国
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、

昼
間
人
口
を
代
表
的
な
地
域
に
も
っ

と
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多

様
性
の
成
果
を
さ
ら
に
追
求
で
き

る
。
そ
れ
以
外
の
地
域
は
、
昼
間
人

口
を
い
た
ず
ら
に
集
中
さ
せ
て
も

「
多
様
性
の
減
退
」
で
、
結
果
と
し
て

地
域
の
活
力
は
そ
が
れ
る
こ
と
に
な

る
。
札
幌
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
旭

川
や
函
館
と
い
っ
た
二
番
手
に
、
も

っ
と
昼
間
人
口
が
張
り
つ
く
よ
う
な

手
立
て
を
早
晩
打
つ
べ
き
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
東
京

都
、
そ
し
て
二
三
区
、
多
摩
地
域
に

つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で

昼
間
人
口
が
さ
ら
に
増
加
し
て
も
、

多
様
性
か
ら
生
ま
れ
る
人

口
増
加
や
賑
わ
い
向
上
の

可
能
性
を
引
き
出
す
効
果

は
ま
だ
十
分
に
享
受
で
き

る
。「
多
様
性
の
天
井
」
が

ま
だ
ま
だ
高
い
か
ら
も
っ

と
昼
間
人
口
を
引
き
つ
け

る
余
地
が
あ
る
。
人
口
集

中
と
利
便
性
や
高
賃
金
な

ど
と
の
間
に
「
正
の
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
」メ
カ
ニ
ズ
ム

が
働
く
。
だ
か
ら
東
京
一

極
集
中
は
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
ス
ト
ッ
プ
し
な
い
。

　

過
集
中
と
判
定
さ
れ
た
地
域
ブ
ロ

ッ
ク
で
は
、
本
気
の
産
業
構
造
転
換

が
必
要
だ
。
バ
ブ
ル
後
の
失
わ
れ
た

十
年
で
東
京
は
民
主
導
で
そ
れ
を
や

り
遂
げ
魅
力
的
な
仕
事
を
作
り
、

人
口
（
そ
し
て
人
材
）
を
集
中
さ
せ

た
。
た
だ
し
、
災
害
リ
ス
ク
等
を
考

え
た
場
合
、
多
摩
地
域
な
ど
東
京

近
郊
へ
の
分
散
が
も
っ
と
検
討
さ
れ

て
よ
い
。

女
性
の
移
動
幾
何
学

　
「
多
様
性
」
は
人
口
自
身
に
も
言

え
る
。
人
口
は
未
来
を
創
る
と
述
べ

た
。
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
や
知
識
の

創
造
と
い
う
飛
躍
の
原
動
力
に
も
な

る
が
、
国
や
地
域
社
会
の
将
来
を
ゆ

だ
ね
る
こ
と
が
で
き
る
若
い
生
命
を

は
ぐ
く
む
重
要
な
役
割
も
あ
る
。
と

く
に
そ
の
役
割
が
適
齢
期
の
女
性
に

期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
都
会
で

あ
ろ
う
が
地
方
で
あ
ろ
う
が
論
を
待

た
な
い
。

　

日
本
経
済
は
「
失
わ
れ
た
三
十

年
」
で
、
専
業
主
婦
の
存
在
を
列
島

か
ら
消
去
す
る
方
向
に
変
化
し
た
。

表2　産業の多様性と昼間人口の関係（地域ブロック別）

データ出所：表1に同じ

地域ブロック 自治体数 最大人口
（万人）

ピーク人口
（万人） 備考

北海道 179 196 32 過集中
東北 227 115 54 過集中

北関東 104 54 193 さらに集中可
南関東 212 342 100 過集中
東京都 53 94 761 さらに集中可
23区 23 94 191 さらに集中可
多摩 30 58 67 さらに集中可

都以外 150 342 91 過集中
北陸・新潟 81 82 134 さらに集中可
中部東海 264 259 104 過集中

近畿 198 354 145 過集中
中国 107 121 771 さらに集中可
四国 95 52 119 さらに集中可

九州・沖縄 274 170 81 過集中
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ま
ず
、
女
性
の
労
働
市
場
の
充
実

が
、
彼
女
た
ち
の
選
択
肢
を
大
幅
に

拡
大
さ
せ
た
。
賃
金
格
差
の
縮
小
と

子
育
て
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
両
立
に

対
す
る
理
解
の
広
が
り
も
あ
る
。
他

方
で
サ
ー
ビ
ス
経
済
の
拡
大
は
、
非

正
規
労
働
の
主
要
な
役
割
を
女
性

に
求
め
た
。
地
域
は
ど
れ
ほ
ど
の
魅

力
的
職
場
を
女
性
に
用
意
で
き
る
の

か
。
ど
う
し
た
ら
女
性
に
選
ば
れ
る

地
域
を
作
れ
る
の
か
。
こ
れ
が
「
地

方
創
生
」
の
重
大
な
カ
ギ
を
握
る
。

　

女
性
が
地
域
に
縛
ら
れ
続
け
る

時
代
で
は
も
は
や
な
い
。
魅
力
が
あ

れ
ば
転
入
す
る
。
な
け
れ
ば
転
出
す

る
。
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
転
入
数
と

転
出
数
の
合
計
を
総
移
動
と
す
る
。

そ
し
て
転
入
数
と
転
出
数
の
差
を
純

移
動
と
す
る
。
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
の

比
較
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
、
純
移
動

率
を
〈
純
移
動
／
総
移
動
〉
で
計
算

す
る
。
当
然
、
転
入
が
転
出
を
上
回

れ
ば
純
移
動
率
の
符
号
は
プ
ラ
ス
、

転
入
が
転
出
を
下
回
れ
ば
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
。

　

表
3
の
結
果
か
ら
、
東
京
を
含

む
南
関
東
だ
け
が
プ
ラ
ス
符
号
を
取

る
。
大
半
が
東
京
周
辺
に
転
入
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
全
地

域
ブ
ロ
ッ
ク
で
適
齢
期
女
性
の
ほ
う

が
人
口
総
数
よ
り
も
純
移
動
率
が

高
い
。
さ
ら
に
、
同
年
代
の
男
女
合

計
と
女
性
だ
け
の
純
移
動
率
を
比
較

す
る
と
、
適
齢
期
の
男
性
の
純
移
動

率
が
女
性
よ
り
高
い
近
畿
を
除
き
、

そ
れ
以
外
の
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
は
す
べ

て
女
性
の
純
移
動
率
が
高
い
。
魅
力

的
な
職
場
を
女
性
に
十
分
準
備
で

き
れ
ば
、
他
へ
転
出
す
る
き
っ
か
け

を
少
な
く
で
き
る
。

　

魅
力
的
職
場
の
ほ
か
に
女
性
の
場

合
、
も
う
一
つ
の
要
因
が
あ
る
。
こ

れ
ま
で
地
方
の
共
働
き
を
支
え
て
き

た
の
は
、
三
世
代
同
居
や
保
育
園
・

幼
稚
園
の
充
実
な
ど
の
恵
ま
れ
た
子

育
て
環
境
だ
っ
た
。
結
婚
し
た
大
方

の
女
性
は
、
家
と
職
場
と
保
育
園
・

幼
稚
園
と
い
っ
た
「
三
角
形
」
の
頂

点
を
、
自
家
用
車
で
移
動
で
き
た
。

と
こ
ろ
が
高
齢
化
は
、
地
方
ほ
ど
シ

ャ
ー
プ
に
出
て
く
る
。
日
課
の
移
動

「
三
角
形
」
は
、
年
老
い
た
親
の
医

療
機
関
の
送
迎
を
加
え
て
「
四
角

形
」
に
変
貌
し
、
運
転
す
べ
き
時
間

と
距
離
は
一
段
と
長
く
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
母
親
の
姿
を
未
来
の
自

分
に
重
ね
、
適
齢
期
の
女
性
は
車
に

依
存
し
た
「
四
角
形
」
を
回
避
し
た

い
と
願
う
。
そ
の
願
望
を
か
な
え
る

の
は
、
大
都
市
へ
の
移
動
な
の
だ
。

大
都
市
ほ
ど
チ
ャ
ン
ス
も
多
い
、
無

言
の
結
婚
圧
力
も
干
渉
も
和
ら
ぐ
。

母
親
も
そ
れ
を
願
う
か
ら
、「
そ
う

だ
、
思
い
切
っ
て
東
京
に
出
よ
う
。」

と
適
齢
期
を
迎
え
る
女
性
た
ち
は

決
意
し
実
行
す
る
。
だ
か
ら
、
地
方

創
生
の
未
来
を
約
束
す
る
は
ず
の
女

性
た
ち
の
減
少
が
止
ま
ら
な
く
な

る
。
他
方
迎
え
る
側
の
東
京
都
は

「
待
機
児
童
」
の
解
消
も
ま
ま
な
ら

な
い
。
東
京
は
、
婚
姻
率
が
最
大
で

も
出
生
率
最
低
の
「
人
口
の
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
」
の
状
態
に
あ
る
。
プ
ラ

ト
ン
も
驚
愕
す
る
よ
う
な
少
子
化
を

食
い
止
め
る
策
を
講
じ
る
強
い
決
意

も
な
く
、「
人
口
減
少
の
悪
循
環
」

を
い
た
ず
ら
に
加
速
さ
せ
て
い
る
。

ふ
た
た
び
「
我
々
」
と
は

　

人
口
減
少
に
伴
う
国
力
の
低
下

を
未
然
に
防
止
す
る
に
は
「
オ
ー
ル

日
本
」
の
戦
略
的
視
点
が
必
要
不
可

欠
だ
。
こ
れ
ま
で
の
対
東
京
と
い
う

対
立
軸
を
前
提
と
し
た
「
地
方
創

生
」
で
は
不
十
分
な
の
だ
。
近
未
来

の
日
本
は
、
加
速
度
的
な
人
口
減
少

に
見
舞
わ
れ
る
。
今
ま
で
除
外
し
て

き
た
東
京
も
含
め
て
「
我
々
」
と
し

て
再
定
義
す
べ
き
だ
。
東
京
に
は
経

験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
と
そ
れ
を
縦
横
無
尽

に
活
用
す
る
手
練
れ
の
人
材
が
そ
ろ

う
。
東
京
を
い
た
ず
ら
に
ラ
イ
バ
ル

視
し
「
我
々
」
か
ら
除
外
す
る
手
は

な
い
。
座
し
て
憂
鬱
な
未
来
を
待
つ

愚
だ
け
は
避
け
た
い
。

ほ
そ
の
・
す
け
ひ
ろ
─
■

中
央
大
学
名
誉
教
授
。（
一
財
）Ｇ
Ｓ
１ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

評
議
員
会
議
長
、
日
本
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議

会
会
長
、（
公
社
）学
術
・
文
化
・
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
多
摩
専
務
理
事
、
財
務
省
財
政
制
度
等
審
議
会
臨

時
委
員
、
立
川
市
と
国
立
市
の
「
創
生
総
合
戦
略
推

進
委
員
会
」
委
員
長
な
ど
を
務
め
る
。

表3　人口移動の構造（地域ブロック別）

データ出所：https://resas.go.jp/population-society/#/movement/

地域ブロック
純移動率

人口総数 20〜39歳
（男女合計）

20〜39歳
（女性）

北海道 −7.49 −11.96 −15.41
東北 −10.75 −12.69 −16.06

北関東 −5.67 −9.99 −13.49
南関東 8.26 10.45 12.03

北陸・新潟 −11.95 −16.53 −20.50
中部東海 −4.91 −5.56 −7.97

近畿 −1.12 −2.56 −1.68
中国 −6.94 −9.82 −11.96
四国 −10.53 −14.08 −16.64

九州・沖縄 −3.59 −5.19 −6.33

経 済


